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釧路湿原における日本未記録のハムシ科甲虫とその発見のいきさつ*

酒  井
昨i i (1990年8 月24 日) ?,者は, 環境庁釧路湿
原国、f公国管理 '.ll務所からの依頼で釧路湿原の調査
に赴いた際, 釧路市の宿合において, 名古屋女子大
学のMt藤正ｦ一教授より,  11 -地に黄色のストライプの
あるきれいな1 頭の甲 を見せられ, 科を l lねられ
た. 見 ll:な色彩のコントラストをもった虫で, 'll.者
にとっても初めて見るものであった. 佐藤教授は,
, ﾒ-よりも 2 0口ほど前から入適し,  各地を調査さ
れており, 旭川市において同市在住の松本英明, JT,
木 i ・ ｼ氏に会った際,  両氏
から, 宮m氏が江別rfJの越後
rLJでゲンゴロウ採集を行った
時の出ll産物であるという,  こ
の中 の同定を依頼されたそ
うである. 一見して「」本 記
録の種であることを石破され
た佐藤教授は,  コメッキモド
キのようだが科がイ、明である
と返答されて, 標本を願かっ
てこられたそうである.  5
mm ほどもある体長と目立
つ既紋をもつ, 雑甲 の中で
は “大型美麗 ｳ重” といってよ
いであろうこの和ま, 平たい
けれども細長い体形で, 触角
に球1,1部をもち, 大きい小后
板や前 背板の分 囲気はいか
にもコメッキモドキであり,
中條適夫t専 上がマレーシ アの
バツー i同商 (Batu Cave) から
報 ,f,- された Thaltise11odes
や, Fauna of B ri t ish India
に出ていたPharaxonothaの
図が一瞬頭をよぎった. また

雅  博
以外には考えにくかった. 佐藤教授にはそのように
お答えし, おそらく ヨーロッパか北米に近似種がい
るはずだから, ,Afiって調べればすぐ判りますよなど
とうそぶいたが, 科が釈然としないことは確かであ
り大いに気になる虫であった.
コメッキモドキ科はSEN-GUPTAなどの仕'Itに
よって科のイメージがだいぶ変わってきているが,
Cryptophi linaeや Toraminae, Loberinae などの
新参者ではなく , 従来からあるコメ ッキモドキの範

時に入る特殊なグループの一
のように思えた. 北の方に
はよく , 熱帯で繁栄している
グループのレリックが寒冷通
応をして, 組先的形質を保持
しながらひっそり生き続けて
いるものである. そしてその

時は,  この “気になる” が

われわれの手で,  しかも釧路
湿原ですぐ採集できるとは l

;t日だにしなかった.
_ H, 例によって水網で精

力的に湿原内を掬いまわって
こられた佐藤教授は, 複, 採
集品を推理していて, 「・ ・  井
これは一一」 といって絶句
された. なんとこの虫が数f直
管瓶から出てきたのである.
それはその口のタ刻, 釧路湿
原東部にある岩保本 (いわ
ぼっき) 水門同辺で った採
集品の中に含まれていた. 採

図1.  Prasoatns phe11andni (LINNAEUS) 集時はすでに薄暗くなってお
キ スジホ ソハムシ り, 水網の中の虫は手当り次

今はチビキカワムシ 第吸虫管に吸い込んだそうで, 採集時の詳しい状況
科に入っている Trogocry1)tozdes に近い感じ も受け
たが, 厚ぼったい付節をもっているし,  また水辺と
いうことでこれは即座に否定できた.  もちろんルー
べでの観察なので, 付節数まで数えようとはしな
かったけれども, 数えるまでもなくコメッキモドキ

は判然と しなかった.
われわれの車が, 次の目の朝一番に, 岩保本水門
に向かったのはいうまでもない. 採集場所が判って
いたので, 追加標本を得るまでに時間はさしてかか
らなかったが,  さりとて決して多いものでもなかつ
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た. 佐藤教授は水辺を章ごとガッサガッサと大胆に
掬って, 数頭を追加されたがどこに潜んでいたのか
さっぱり判らない.  そのうち, やはりこの水門付近
で見つかるゲンゴロウモドキや Hotel)horus, Hyd-
roporus, Agabusなどの珍種採集に夢中になって,
こ の の調査はもっぱら 者がすることとなった.
ィ保本水門への導入水路は水門付近では広く , 水門
は開じられたままなので, 流れはほとんどない. 水
は比較的1登み, 水底はt1?質で, 岸辺はカヤのような
イネ科械物 (のちにトダシバと判明) でびっしりと
担われ, 背文以 l_も生い茂るキタョシ辞落や,  イソ
ツツジ,  ワタスケなどの低生柚物を伴ったミズゴケ
湿原の最観とは, かなり趣を異にする, :二次i直生の
解i客である. Vr藤教授とは1又対の1:fに移って, 岸辺
の ,iを注意深く観察したが は見つからない. 水辺
の ,i_ を水中に船みしだいて水面を凝視していると,
ときたま1、fんでいるのが見つかるのである.  このよ
うな操素が1 n、'i間ほど続いて, やっとのことで水際
のトダシバの幹にしがみついているこの虫を見つけ
出した.  その後, 集_l:に静ll一する個体と, 水中から
生えたトダシバにも見いだされ, これら 3 頭は生か
したまま持ち帰った.  トダシバは1平辺の水中から-t二
了-の中順まで生えていたが, ノk際から少しでも離れ
ると この はもう発見できなかった.  トダシバに食
らしいものは見つからなかったが, 水辺にはトダ
シバ以外にはオオョモギがわずかに混じるく らい
で,  トダシバをホストとし, 幼 が草幹内に食い人
るライフスタイルをもつ であろうと想像すること
はまったく「1然で,  なんの抵抗もなかった. そして
ホストをィネ科と決めつけると,  この虫がコメツキ
モドキであることは,  もはやf二、明の理であった.
水際から離れたトダシバにはこの は見つからな
かったが, 見t1' iれないホソヒラタムシとキスイムシ
がたくさん ちてきた. ホソヒラタムシは Psamoe-
chus のH本未記録種で,  ヨーロッパの P. bipunc-
tatusに近いものであることは一目 然であったし,
キスイムシの方は, 出発前, 久松定成先生がいって
お られたヨーロッパとのu1通?重 A tomar la m e so-

melaenaであろうこともその場で判った.  このなん
の変i i もない値物に, f者のf_llむ四国では想像もで
きないこれだけの がいることに, 行ったこともな
い ヨ ーロッパを感じて, 感慨深かった. 釧路湿原と
はなんたる所ゾ !

-週間の調査を終えて, 愛媛に帰ると早速このコ
メツキモドキを調べた. VILLIERSと ARROWをずっ
と当たり, SEN-GUPTAももちろん調べてみたが該
当するようなものにはまったく当たらない. 驚いた
ことに,  コメッキモドキ (従来の) 白体,  H本と中
国を除く と l口北区にはゥスリ一地方にAnadastus
が1 解Vuられているだけで,  とはまったく分布
ていないのである.  また」ヒ米でも,  コメツキモドキ
相はきわめて資弱であった. 平べったい体形で先端
5 節が徐々 に広がる触角球i ＆狽烽ﾁこと,  前 背
板は基部でくびれず, 基部側溝が消失傾向にあると

第95 号 (1991 年 9 月)

いう点ではアフリカのBarbaropus属の種によく似
ていたが, 無理してフランス語の記,械を読むまでも
なく,  どこかで見たことのある特異な口器の形態
は, 如何なる既知のコメツキモ ドキとも歴然と異
なっていた. 少なくとも族以上のレベルで区別され
るべき連いである.  “コメッキモドキだとすれば新
族を作らなければならない!” しかし今コメッキモ
ドキをそこまで勉強する気はなかったし, そんな余
裕もまったくなかった. 興味はすぐに今回得た,
PsamoechusやAtomana m,esometaena をヨーロッ
パ産のものと比較すること, 湿原の調査に入る前,
'確[ 1の海岸でみつけたイワハマムシや, 知床山中で
得たEuci11odes (マルハナノミダマシ科) の新?重の
方に移っていった.
湿原から生かしたまま持ち詬l・  ったこの虫は,  きわ
めて不活発ではあったが,  フィルムの透明ケースに
人れたまま,  ときどき水を補給してやるだけで10
月まで活動していた.  10月からは釧路の気候を想
定し, 冷蔵庫の中に移した. その後は時に生きてい
ることは確認していたが, そのままずっと放置して
あった. すっかりll要かくなった今年 (1991 年 ) の4
月25 H, ト ダシバの i吹きも始まっているのでは
ないかと Inい,  この虫をきちんとした飼育容器に移
すべく大学の研究室に持ち込んだ.  フィルムケース

の,益を開け, 始めて生きた状態のこの虫を実体顕微
鏡下でみた.  冬H民明けの虫は,  昨年の10月までと
速って結構活発に動いた. 触角を上に持ち上げて
く様を見て「おやっ」 と思い, その付節を見たとた
ん一開 く ものがあった. 『えっ ! ハムシだ!』. 付節
に縮小した第 4 節を発見できなかったわけでもな
く,  また爪節の前節が大きく張り出しているわけで
もなかった. i i実この虫の爪節前節には Phyto-
phaga特有のあの広がりがみられないことはすで
に知っていた. ,'通は注意して見ることもない付節
第1 節と第2 節のずんぐりした広がり「1.合いがコ
メッキモドキではなく ,  どことなくハムシ的なので
ある. ハムシに「!1いがいたると, あの特異なl」器は
まさ しくハムシのそれである.  目の前にあった
HATCHの T he Beetles of the Paci fi c Northwes t を
開いて2 ~3 べ一 ジめくっただけでこの虫の図が出
てきた. 説明文に“ _ on emergent aquatic vege-
tation _ ” とある. さらに“In Europe the larvae
l ive in the stems of Cicuta (water hemlock) _ .”
と続く.  やはり手のfifi く ところにあった Co1-
6opteres deFranceを開くと, そのべ一 ジに原色図
が,較っていた.  ハムシと判れば,   この極が Praso-
cu n s 1zeMandn i (LINNAEUS) であって, ヨーロッパ
から」ヒ米にまで分布し, 水辺の値物につくというこ
とが判るまで2 分とかからなかったのである.
科不明の中 を同定する際に, 付節を調べるのは
常識であり, 鉄則である.  もちろん調べなかったわ
けではなく , 前述のように, 爪節前節がハムシのよ
うに広がってないことは見ていたし, 実体 v員微鏡下
ではどう しても見えない縮小した第 4 節を確認す
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るために, 付節のプレパラート標本を作る必要性を
すぐに感じていた.  しかし結局は, 付節にせよ口器
にせよ, 門外漢のくせに真面目に調べなかったのが
悪かったのであろう. 調べる順序もいけなかった.
なにもVILLIERSやSEN-GUPTAから調べることな
く, すなおにヨーロッパやアメリカの図鑑を眺めれ
ばよかったのである. そしてもっと早く ｫわからな
いときはハムシｻ の格言を思い出せば, 人騒がせを
するこ ともなかった. . . . . . .

不幸にもわれわれが釧路湿原で変なコメッキモド
キを採ったということは, 昨秋の筆尚翅学会の談話会
でつい口をすべらせてしまっている. そうでなけれ
ば, なにもあわててこのような原稿を長なが:書くこ
とも無論なかった.
本種は全北区系の種であり,  日本のものだけが亜
種を異にするほど速つているとは考えにくいので,
まだ国外の標本との比較が済んでいないが,  ここに
速報的に発表しておきたい.  またきわめて特徴的な
斑紋パターンをもった種なので, 全形図を示すだけ
で, 形態記,成はごく簡略にしておく. ヨーロッパ産,
できればアメリカ産の標本とも比較したのち, 必要
あれば再記,破を行いたい. 本種はまた中国北部から
も記録があり,  それに対してGREsslTT & KIMoTo
(1963) はその真偽を間題にしているが, 今回の北海
適からの記録と,  シベリァにも分布していることを
期1集すれば, 中国からの記録はefi実である可能性が
強い. 和名はマサカハムシとかマサニハムシなどと
はっけない.  目立たないようにキスジホソハムシと
しておこ う.

Prasocuris ptteltandrii (LINNAEUS)
キスジホ ソハムシ (新称)

Chrysometa phe11andrii LINNAEUS, 1758, Syst. Nat., ed.
10, p 376.

Prasocuns pheltandrii: WElsE, 1884. Ins. Dtsch1., 6 (3):
531.

体長: 49-52 mm. 'i、色で前l向背板両側, 各上翅中
央と側縁部の2 縦帯,   腿節基半部,   基部を除く腦l
節, 第5 用更節の大部分はいくぶんオレンジがかった
黄色. 面は光沢が強く無毛, H更面は点刻を密に装
い,  立ち気味の軟毛でィﾇ  われる.  複限は背順に細長
い.  触角は先端5 節が球押.をなし,  第2~6 節は細
く , 第7 節 (球i_与l部第1 節) は不相称でロード状に
広がる.
検視標本: 9 頭 (内2 頭は5 月2 目現在生存中),
岩保木水門,  釧路湿原,  26, 29. viii. 1990, 酒井採
集; 6 頭, 同地, 25, 26. vii i. 1990, 佐藤採集; 1 頭,
美i接t, 動物国付近, 釧路湿原, 7. viii. 1985, 佐藤採
集; 1 頭, 越後沼, 江別市, 13. v. 1990, 宮田採集.

Phellan- 6g. C. ob1oug, nigr, , thotlce elytriique lineu du二bus Iudrii・ t ei s. f・. fpt・. 4;8.
Hot it・' ,,, Phe1l・nd rio o, _ t,‘' .

図2. キスジホソハムシの原記
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本種は,  ヨーロッパではそう締な種ではないよう
で, LINNAEUSの15 語の記 文中 (図2) にすでに
aquatico”なる文字がみえる. ホスト も早くから
判っており, FaunaGermanica(1912) には, ドク

ゼリなど水辺に生育する3 種のセリ科植物が◆'か
れている. だとすれば, 筆者が釧路湿原で観察した
トダシバは, どうも真のホストではないようだ.  日
本産のものがなにをホストにしているのか確認する
必要がある.
脱稿後,  佐藤教授より, 1985 年に釧路湿原を‘'訪
れた時の紙包標本を調べ直したところ, 動物園付近
の水辺ですでにこの甲虫を1 頭採集されていた由
ご連絡いただいた (検視標本のデータ参照). もしか
すると, 北海道の水生」;l虫屋さんにとっては,  この
虫の存在は以前から周知の事実だったのかも知れな
い.  また昨今のゲンゴロウ・ ブームが, 水中だけで
なく, 水際に固有の,  クリプティクな甲虫の発見に
対しても一燈を掲げてくれたのであれば, いかなる
ブームにもつねに乗り損ねている筆者にとっても,
ゲンゴロウ・ ブームだけはあながちすてがたい気が
してく るのである.
謝辞: をおくに当たって,  この虫を調べる
きっかけを与えていただき, 種々ご教示をいただい
た名古屋女子大学の佐藤正率教授, 文献その他に関
して大変お世語になった愛媛大学1豐学部11 o学研究
室の宮武陸夫, 久松定成両先生, また現地での調査
に際し, いろいろの使直を計っていただいた環境1J:
釧路湿原国立公園管理事 所の小板橋延弘所長, 幸
丸政明総括湿原管理官, 岩 u等  忠氏に心より感謝の
意を表す. また, 国立科学博物館の友 雅章氏を通
じて, 同博物館の金井弘夫博士にトダシバの同定を
お願いした. 記して両氏に厚く御礼中し上げる.
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0名古屋市におけるウンモンテン トウの記録
ウンモンテントウ Anatis ha1oms LEWISは愛知

ll lでは東一河地方においてのみ記録されているが,
i者は尾張地方の名古屋市で採集したので報告す
る.

1 頭, 名古屋rli昭和区観舞公国, 25. 111. 1991, :fi-
者採集 ・ 保管. 頻死の状態で同公因内の歩適 l_に落
ちていたのを採集した.

l横llによるとゥンモンテントウは愛知県ではや
や山地性で東黶E河地方にのみ報告が る . そのう

l'-地のi'_111 rfJ における1 例は意外であると してい
るが, 'i、[口1 も愛知ll lの山111地方からは速く離れた名
ll11flllJでの記録である. 確ii'i (私信) によるとゥン
モンテントウはシラカバにつく ァブラムシを食する
というが, 同公l制内にはシラカバはなく,  どこで発
生したものかはイ明である.
終りに御教,j、 J「iいた穂和'破文lilt'l-:に深,謝する。

参考文献

l構俊文(1990). 理知tifのIll 似ﾞ(II),  理知l t lの ( l:),
232 - 308

( 名,l,fJ_ 大学医学部 V一年科学,  内藤通孝)

0横浜市緑区の平成の力ミキリムシ
<「l l開都ll j線「l l虫シリーズ その5>

昭和が終り,  平成の世となった. 横浜市緑区北部
の一大採集地であった赤田地区 (あざみ野, 相11,
大場町にまたがっていた) もIE乱地価の犠性となっ
て昭和とともに;11'1え -り,  平成が始まった 1989 年
以後のラベルのついた緑区のカミキリムシは, 今後
fi-重な資料になると思われる. 平成の世となっても
生きながらえているデータを残すべく , いくつかの
カミキリムシの採集例を報 ':する.
ホソ ト ラカ ミキリ 1 頭, 緑区大場町, 4. vi. l989,
大木 採集.  採集地は90年更に伐採され,  今
はll:の面影はない.
セミスジコ ブヒゲカ ミキリ 1 ♀, 緑区鉄町, 9. vi.

l 990, 大本 裕採集.  ゴミムシの採集地として有
名なクリの林である.
センノキカミキリ l , 緑区大場田J, 4. vii i. 1990,
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大木 裕採集. 90年の伐採地.
サ ビカ ミキ リ l 2♀♀,  緑区大場町,  4. viii.

1990, 1 ♀, 緑区大場町,  8. ix. 1990, 大木 裕採
集.  マツの倒木上に多数いた.
コブスジサビカミキリ 1 頭,  緑区在田北,  13. v.

1989, 大木 裕採集.
カ ッ コウメ ダカカ ミキリ l 1 ♀, 緑区大場m「,  4.

vi. 1989, 2♀♀, 緑区鉄町, 大木 裕採集.
緑区では今のところ, 必ず採れる虫である.
べニカ ミキリ Io7', 三保市民の森,  1. v. 1990, 2♀
♀, 緑区鉄町, 9. vi. 1990, 大木 裕採集.  ミズキ
やクリの花上にて採集.
チャポヒゲナガカミキリ 3 2  ♀ ,  =保市民
森, 大木 裕採集.  一保ではミズキの材上に多数
いた.
ク リサビカ ミキリ 1 頭, 緑区大場町, 4. vi. l 989,

1 -fifiし, 緑区大場ul1, 8. vi. 1989, 大木 裕採集. 緑
区の手入れしていないクリ林では,  どこでも多く
見られたが, 減ってきている.
ナカジロサビカ ミキリ 1 頭,  緑区大場町,  19. v.

1990, 大木 裕採集.
ヒ メ ヒゲナガカ ミキリ l f , 系]t区「.i田北,  23. vi.

1989, 1 9, 緑区大場mJ,  19. v. 1990, 大木 裕採
集.  採集地は90年にIn減したが,  =保や新治で
はかなり採れるものと考える.
ヒシカ ミキリ 1 頭, 緑区新ffi町, 19. v. 1990, 大本
裕採集.  まだ当分安定して採集できそうである.
ニセリ ンゴカ ミキリ 1 頭, 緑区大場町, 4. vi.

1989, 大木 裕集. スイカッラが構生していれば
確実に見られ,  1 l l 20頭近く いたこともあった
が, 最近では緑区」ヒ部に関してはごく一部に限ら
れているものと思われる.

(構浜rti緑区, 大木 裕)
0 ミヤマオオハナムグリを四国より記録

.W (1985) により西 ll本におけるミヤマオオハ
ナムグリProtaetia lugubris(HERBST) の分イllは疑間
税された形となったが, 域11 (1990) はjL州におけ
る本種の生息を確認した. 1・者はナガゴミ シ採
のl l 的で四[l lを訪れた析, 偶然本 lを採集すること
ができたので報 f, したい.

1 (f , 愛媛県面河村.'.11:森峠付近, 31. viii.1988, :fl
者一採集.
制1装適路上に静ll:. していたもので, 晩更ではあっ
たがさして[llい個体とも思えなかった. 四国におい
ても1L州同様ムラサキッヤハナムグリ P. catat)hra-
cta ARROWとの記録の見直しが必要と思われる.
末文ながら標本の同定 びに発表をお勧めく だ
さった'1、'、「事良彦t専lに厚くお礼中し上げる.

参考文献

城戸克弥(1990). jL州産ミヤマオオハナムグリについて.
中虫ニュース, (92):10.

(辞.馬県伊勢l崎市, 須田 亭)



C0LEOPTERISTS News

佐渡島のヒメハナカミキリ類
ーセスジヒメハナカミキリを中心として一

窪  木

Vi渡島はサドコブヤハズカミキリやサドマイマイ
カブリなど本上産とは異なる形態を持つ民虫が楼息
することで知られている. 新温海'1:fから西方32 km
の目本1ti l :に横たわる面横857 km2 の佐渡島は日
本で二番目に大きな島である. 地形的には, 北西部
の大佐渡lit地(最高峰金lヒ山1,172 m), 南西部の小
佐渡Ill地 (最高Mt大地山646 m),  中央部の国中平
野からなる. 低地, lf:陸地器;は標高200 mくらいま
でスダジイ,  ウラジロガシ,  アカガシ,  タブノキ,
ャブッバキなどのl暖温 ,・常緑広集樹が生育する. 標
高200~1,000mは,  ミズナラ,  ブナなどの冷温帯
落集広集樹で, 標高1,000 m以上にはミヤマナラ,
イチイ, ハクサンシャクナゲなどの亜寒帯の値物が
見られる.
佐渡t il tのヒメハナカミキリ類を調べる機会が
あったので, その結果を報 ':する.  ただし, 分類学
的検,、iは別の論文に譲り,  ここでは触れない. 成
はタニウッギ,  サワフタギ, ヤマブキショウマ, ヤ
グルマソウ, ハクサンシャクナケの花より採集され
た.
1.  ナガバヒ メハナカ ミキリ Pidoma (Pidoma)
sigmfera (BATES)
41 21 -9. ♀, 金JI:町新保,  11. vi. 1988, f合木和利
採集; 3(f (f 2 ,妙見1.1、, l8. vi. l988, 中林t'、事之採
集; 75(1''cl,'36 9. - ,金北Ill, 22-23. vi.1991, 木幹
大採集.
対岸の守l''l,f;・保久礼 (標高800 m) と浅章一口見
沢 (標高600 m) の個体と比較して, 雌雄とも上
斑紋や中・ 後11支a理節の'.l-色部が発達する. 特に, 雄
のt:越のLb, Lm, Lp各紋が大きく, 4 割の個体で
これら3 紋が連結する. このような個体のS紋は太
く,  先端は小幅板手前で消失せず, 細く小概板に
沿って延び, 前11 I基部に達する.  雄のH更面は全体が
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黒色で, 先端1~2 節の中央部が赤褐色を呈する.
2. Pt'doma (Pldoma) sp.
3 1 ♀, 金.月一町新保, 11. vi.1988, 鈴木採集; 1 9,
妙見山,  18. vi. 1988, 中林採集; 13 1 1 , 金
北山, 22-23. vi. 1991, 木採集.
本111は従来ヒメハナカミキリと言われ,  P.

mutata(BATES) の学名が与えられていた. 佐渡島産
の個体は_l: n斑紋の発達がﾒ一しく , 九州 , 四国 , 
州産に較べて.'i色部が最も発達する. 雌雄とも中・
後的部は'1'色, tの順部は'1.1色で,  先端1~ 2 節の
後緑が赤褐色を呈する. 本文では, 従来使用されて
きたヒメハナという和名を使直的に用いた.
3. セス ジ ヒ メ ハナ カ ミ キ リ Pidoma (Crypto-
pidonta) amentata (BATES)
4 8 20 - , 金JI:町新保, 11. vi. 1988, f合木採集;
4(f (f 2♀♀, 大佐渡スカイライント部, 18. vi. 1988,
中林採集; 78 ' 38 ,金」ヒ山, 22-23. vi. 1991,
事ｶ  木採集
日本産ヒメハナカミキリの中で最も分イlJの広い和i
の一つで, 」ヒ1111通, 本州, 四国, )1・州と周辺のウルッ
プ島, 利尻島, 島, 佐渡島, 隠岐島に分布する.
上Ita斑紋の地理的変異が着しく,  2 亜ｳ重に分けられ
る. 基tE種Eは広く西日本地域から中部地方の 平洋
側,  さらに関東地方から東北地方の同武般山地に法
息する. iff ff kurosaωalは」ヒlilt適, 東」ヒ地方から中
部地方の日本1111側に接息する. ?E?l kurosaωat は基
,解重に較べて, 前頭中央満がより深く, 雌の末端節
順板のfijiみがより深く, 上翅のLl-紋が退化し, S紋
が普通小幅板手前で消大し, 上地基部に しない.
佐渡島のセスジヒメハナは雌雄とも l: S紋が太
く, 基部に達している (図3,4). 1態の中には小概板
付近でS紋が細くなる個体もあるが,  Lp紋がよく
発 し, 基亜 \重の特徴が認められた.  対 Il lのIl l形

図 l ~4.  セスジヒメハナカ ミキリ Pidoma(Cryptopidonia) amentata(BATES). 1,2: 山果県大月市小金沢産, 3,4: 新潟県
佐波郡金北山産,  1.3: 雄, 2.4: 雌.
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新潟両11='.の標本, たとえば飯豊山温身平, 守門岳保
久礼, 拍崎市大清水観音, 妙高高原燕温泉惣滝 (標
高 l,200 m) は_亜種kurosaωalの特徴を持ってい
た. 佐渡島のセスジヒメハナは対岸の新潟県の個体
19tがfill車重kurosaωalであるのに, 表日本地域に分布
する基亜和こ近い特徴を持っていた (図1, 2).
4. チ ャイロ ヒメハナカ ミキリ doma (M gmoa
aegrota (BATES)
20cf (f' 20 ♀, 金JI:町新保, 11. vi. 1988, 鈴木採集;
5 2♀ , 大 gr渡スカイライン下部,  18.  vi .1988
中林採集; 47(1フ'(f42 ♀♀, 金北山, 22-23. vi. 1991,
fﾑ  木採集
雄のa更部1 ~ 2 節が-llずむ個体が約6 割あった.
佐渡島に法息するヒメハナカミキリ類に共通した
特徴に次のような点を指描できる.
①P重数が少ない. 今後の調査で新たな追加種がある
かもしれないが,  対岸の守門,Iii, 浅章 の標高
500 ~1,000 m付近の6 月の調査 (それぞれ一目の
み)  では, ヒメハナカミキリを 9 概采集している
(r ｶ木,  本一発表 ).  佐渡島で記録されている4  種以外
に, ミワヒメハナ P m iωal, ムネァカ ョコモンヒメ
ハナ P masak ii , キベリ クロヒメ ハナ P d iscoi-
dah's, マツシタヒメハナP mats gs加' fat ,アサマヒメ
ハナP takechi iが含まれていた. 佐渡島にはブナ林
があるにもかかわらず,  これらブナ林で生活をする
ヒメハナカミキリがいない. 特に, i i日本地域に分
布するミワヒメハナ,  ムネァカ ョコモンヒメハナ
(退色型), アサマヒメハナのようなブナ林への依存
の高い?重がV,渡のブナ林にはいない.
②全国型 (; ｶ本,  1987)  の広域分イf l利 iが接息する
Vi:渡島vtの4種は 州, 四国, 本州, 一部の和ま北
海適にも分布する利重である.
③!配f-直分イlJが厚い.  ヒメハナの f゚ -直分布がやや高い
が,  いずれのf重も林があれば標高 200 m く らいの
低Ill器;から 1 ,000 m を超える山地帯まで生息する.
4 種ともE業境通応能力を l一分に発f単している.
④対岸の本州l l 本商i側地域に較べて, 1.:超斑紋, 肢,
1111 部の.'.l、l色部が発達する.

IV,'渡島はいっごろできたのであろうか. 佐波島は
第 _系i中新 ｢ tの木から洪横Li t中期までの間に本州と
陸統きの時期があった.  それが中~後期以降の断
1?1, t?食や氷期の海iノ1・く面の昇降によって陸橋が消減
し, 佐渡海峡ができた. 藤'  (1983 ) は佐渡島にギ
チョウが分布しない理由に,  この地質学的知見にあ
てはめて, 60万年前の佐渡島の成立がギフチョウ
のt,.i人を妨げたと推定した. 熊 (1964) は 島の
i-d虫相の田有の程度から ・  島の成立時代を推定し
これに関速して佐渡島の成立は38 万年前から始ま
るミンデル・ リス間水期と推定した. 数値に差はあ
るが,  佐波島は洪横世中期の始め (50万年前) 以
後, 本州と1111によって隔てられてきた. 約6 万年前
からtu-界的に気候がさらに基冷化し,  日本列島でも
日高山脈や飛 , 木曾, 赤石山 にも山岳氷河が発
達し, 北海適から中部地方にかけて, 広い地域が周
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氷河地域となった. 約1 .8 万年前の最終氷期極盛期
の日本付近の海面低下量については約 - 130 ~ -
140 mと推定されている. 仮に最も海面低下量が大
きかった一140m とすると,  日本列島の周辺の大
陸棚はかなりの面積にわたって陸化した.  しかし,
最浅部で 209 m の海底で隔てられている佐渡島は
この海面低下でも本州と接続しなかったと推定され
ている. 佐渡島のヒメハナカミキリは洪 世中期か
ら本土の個体 . と隔離されてきた. 流木によって本
土のヒメハナカミキリが佐渡島に流れ着いた可能性
はないだろうか. 幼虫が材部に食ll」L適を造り, その
中で生活するフタオビトラカミキリ (大野, 1975)
に代表されるトラカミキリ類や大型ハナカミキリ類
では可能性がある.  ヒメハナカミキリの幼虫は樹皮
ドから樹度部を食べて材部に食i几適を造らない. 乾
燥や気温の低下で幼虫は樹皮下から出て腐械土に
入ってしまう (事ﾘ,  1989).  雌は る程度 し

樹度が最llげやすくなっている材に産卵する.  これら
の習性を考えると,  ヒメハナカミキリが流木によっ
て分布を拡大する可能性はないであろう.
佐渡島のセスジヒメハナが新潟県本 t とは _な
り, 表日本地域の基亜 giに似ているのはなぜで 
うか.  ヒメハナカミキリ類の十.翅.ff-紋については,
次のような考え方が提国目されている (; ﾑ木,  1987)
歴史的に,  ヒメハナカミキリ類の上越は'11紋の発達
したタイプから, 't'紋が縮小しiii色部の広がったタ
イプへ変化した.  さらに.器紋は l: ｴの外表度 (exo
cuticle) 内のメラニン果直粒であることを確認し,  成
虫が受ける太陽光の幅射熱の吸収から考えて, 黄色
部の広がったダイブの方が明環境下での活動に有利
であると推定した.  この考えに立ってセスジヒメハ
ナの分化過程を考えてみると, ll',:渡島が本 t: とつな
がっていたと推定されるal-積ttl-中期以前には上越の
色部の広い原セスジヒメハナが広く分布してい
た. 海峡の成立による佐渡島の形成により, セスジ
ヒメハナが本土から佐渡島に隔離された. 本州のセ
スジヒメハナは, その後上翅'l紋が縮小するが, 比
較的, ﾆ紋が残った西口本・  表口本地域の基IIE利 iと
紋が縮小し黄色部の広がった北日本・ 要目本地域の
ff種 kur,osaωalに分化した. この間, 佐渡のセスジ
ヒメハナは新潟県本土のセスジヒメ 、 ナほど1紋の
縮小を起こさず, 古い形質である.l:翅黒紋が残っ
た. 結果として, 佐渡島と 平;lll側のセスジヒメハ
ナがよく似た形質を示すようになった. 佐渡島産の
ウスバシロチョウやヤマキマダラヒカゲなどにみら
れる特異な形質は, 隔離により分布当時の形質が保
存されたもので, 古い形質の表現であるという指摘
もある (i通熊, 1972, 1977).
佐渡島のヒメハナカミキリ類が教えてくれるもぅ
ひとっの重要な点は, 第四紀洪積世中期の日本列島
のヒメハナカミキリ相に, 現在のナガバヒメハナ,
セスジヒメハナ, チャイロヒメハナ,  ヒメハナに
がる種がいたということである. 新潟県本上の標高
500~1,000 m付近のブナ林ではミワヒメハナは優

- 6 -



C0LEOPTER ISTS News

占種であり, ムネァカ ョコモンヒメハナ, アサマヒ
メハナも接息する.  これら佐渡島には分布しない極
は第四紀洪積世中期以降に新潟県域にその分布を拡
大したと考えられる.   これは40種を超える日本産
ヒメハナカ ミキリ類の種分化がいっごろ起きたかを
考える上でも重要である. 種数ではあまり魅力のな
い佐渡島のヒメハナカミキリ類は, 日本列島のヒメ
ハナカ ミキリ相形成の過程を解明する上で一つの重
要な資料になるであろう.
末尾ながら,  この報文をまとめるにあたり, 貴重
な採集品を下ださり, 採集地の環境や採集状況につ
いて教えていただいた鈴木和利, 中林博之, 塚田
潤, 文献の入手でおt量語になり, 佐渡の.民.虫につい
て教えていただいた長岡市立科学博物館の山尾茂人
の各氏に厚くお礼申し上げる.
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No 95 (Sept. 1991)

虫と自然 l 8 (2) 2-6.
価熊清治(1964). 生物地理学的に見た架島の民虫相.  長岡
市立科学t専物館研究報告, (3):1-132.

- (1972). 佐波島のヤマキマダラヒカケ'.  同,誌,  (7): l l-
2 0.

- (1977). ウスバシロチョウの前翅長にみられる地理的
変異. 新alの自然, (3):217-226.

窪木幹夫(1987). 日本の」l虫⑤ヒメハナカミキリ,  171 pp
+8 pls. 文一総合出版, 東京.

- (1989). ヒメハナカミキリの幼生期の生活一 ミミズと
いっしょに採れたカミキリ幼l l. - . 」111'と自然, 24 (9):
13 - l 7.

i実 正雄・ ?:尻正二(1976). 日本列島 第三版 i波書店、
209 pp.

- (1973). 目でみる日本列島のおいたち. 60 pls.築地,i'
館, 東京.

大野正り3 (l975). 北H本におけるフタオビミドリトラカミ
キリの分布. 甲虫ニュース, (25/26):3-4.

(東京都世田谷区)

西表島におけるオオイチモンジシマゲンゴロウの記録と形態に関する知見

北 山 昭
口本産オオイチモンジシマゲンゴロウは長らく

Hydaticus pacificus AuBE が用いられ, 本州産はや
や大型で上 側方が幅広く ']1点混じりの黄褐色とな
り, 中央付近では不規則な縦条となることからssp.
consPersus RfiGIMBART として東南アジア,  ニュー
ギニア産と区別されてきた (中根猛彦 1963, 1964;

r1藤正 : 1985) . また西表島産については原名亜種
として扱われてきた (佐藤正 1985).  ところが中
根 (1990) は目本産を H. pacificusから独立させ H.
consPersus REGIMBARTとし,  さらに西表島産を
ssp. sa t s h z m a n s NAKANE とした.

M

0
・

, 3

、

6/

図A.  各産地のオオイチモンジシマゲンゴロウ. 1: 西
表島産 (,''; 2: 埼玉県産 ; 3: 埼玉県産♀; 4: 宮城県
産o'';5: タイ国チェンマイ産(f'; 6: タイ国チ , ンマ
イ産 .

本種は締なﾈ重と考えられ,  特に西表島の記録は非
常に少ない. f者は本種を下記のように採集してい
るので記録しておく .

l f : ;r'l'繩県西表島古見付近,  1991. Mar 8, 北山
昭採集, 保管.  (図A-l )
古見付近にあるおそらく人工と思われる透明度の
高い池より得られた.  この池はすり鉢状であったが
周囲には値物があり, ほかにもフチトリ,  ヒメフチ
トリ, オキナワスジ等が採集できた.
この個体の特徴を以下に記O表しておく.  体長 14.

mm, 体幅 8.1 mm, やや細長い. 頭 背, 触角, 口枝

一

l

図B.  オオイチモンジシマケ' ンコ' ロウ(f交尾器.  1-4:
西表島産; 5-6: 宮城県産; 7-8: チェンマイ産 (1,5,
7: 中央片, 側片背面; 2: 中央片側面; 3: 側片側面;
4,6.8: 中央片先端部腹面).
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表 オオイチモンジシマゲンゴロウの各産地間の比較

第95 'i (1991 年9 月)

pi t 地 性 体長 (mm) 体幅(mm) 上趣点刻列
上越,
光l

背 上 紋の 'jl,j器「1'' の

I 見界 先面部械状大起

西表島
i‘i l l県
i, fl ・
宮域l「l
タ イ

タ イ

'
'

9

7
9

3
0

0
8

4
6

6
7

6
5

1
5

1
4

0
2

8
9

9
9

9
 

9

やや明

やや不明
不 明 瞭

ややイ明陳
明 l
明 l

やや強し

S; し

1ilJ し

やや Isl し
ill し

強 し

イ、  明 Ill;t
不 明 瞭

不  明
イ 明 陳
やや明雌

明 瞭

真B1を向く  (図 B-4

真横を向く (図 B-6)
前方を向く (図B-8)

は,fl f色.  複限内側,  前l l向背前系表中央,  後緑中央に
t紋がある. 体トー面は前ll向の大部分と上 側1,が黄
色であるのを除いて暗赤 色. 各用更節の側方には

L 色紋がある. 11支は中a支11111節, 付節および後a支が
l暗赤 色, ほかはlit掲色.  l-生塑は-n色で側部および
基部後方, 中央後方, 端付近に '掲色紋があり,
中央外方にも?t掲色の_11状紋を置? らしている.  これ
らの特徴は大きさ以外本州11:の?' とよく一致してい
るが, ただ_l: ｴの印刻は非常に細かく光沢はかなり
J強い. また点 vl l列は3  列で鼈齡ﾔ外側のもの以外比
的明瞭である. 父t i器は他のHydaticus11? と同様に
中央11は細長く , かつ側1,の中央部が中央1,から大
きく離れている. 側1,の先端部内側は細かく疣状と
なる. 中央1,先端部は極めて特徴的で二 状となる
(図B-l,4).  先端部順面には一対のよく l l・化した東東
状実起があり真横を向く (図B-4).  なお今同阿部
光11tl氏のご好意により i, V1、l l l,  宮城県産およびタイ
f-の個体と比較することができた. 他産地との比較
を表に示す.

上記の特徴を総合すると, 検:、tできた個体数が少
ないため分類学的な扱いについて断言は避けるが,
西表島産はタイ産よりむしろ本州産に近いものと思
われる. また交尾器の形態からは口本産とタイpの
差異は少なく , 別f重であるとしても.,Ill常に近緑なも
のであると考えられる. いずれにしても佐藤 (1988)
が指摘するように本 (lf. t)acif icus AuBE) の分布
は広く , かなり変 .の幅があるらしいので分類に関
して再検討を要するものと考える.
末 ながら本州産およびタイ産の標本をご.i-EilJく
ださり稱々 ご数・i、を国易ったl可部光典氏に感識する.

t i

日次
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原

甲
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8
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中
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佐::1

0ヒメオビキノ コゴミムシダマシを石垣島で採集
ヒメオビキノコゴミムシダマシPLatydema nlgro-

ptctum NAKANEは, 今までに本州, )L州, 対馬, 屋久
島から分布が知られているが, ・  者は石垣, l. Jで採集
しているので新たな生息地として記録しておく .

6頭, イ1垣rlJ登野城付近, 29. ix. 1990.
上記採集地一flは林通延長 I..事のため林が伐採さ
れ, 多数の倒木が放IM されており, その中の直径 1
mを超えると思われる広集樹の倒木から本種を採
集した. (東京都世m谷区, 沢田和宏)

0多藤川河口でキバナガミズギワゴミムシを採集
キバナガミズギヮゴミムシ Bembidion yokoham-

ae (BATES) は神奈川県川崎産の個体により 1883 年
BATESにより記般された河口付近の「.水域にのみ
生息する特殊なミズキヮゴミムシである. 従ってそ
の産地は.非常に限られている. その後の神奈川県か
らの報告はないようである.  しかし東京湾沿岸では
東京都荒川, 千集県小概川河口で採集されている.
大田区の多摩川河口は原産地に最も近く , 発見の可
能性は笠原氏により予想されていた. 今回採集され
た場所は1982 年に同類のキバネキバナガミズギヮ
ゴミムシ B aestuani S. UENo et HABUが採集され

た場所とまったく同じで, 者もその後1984 年と
1985 年に同地で採集を試みたが,   キバネキバナガ
ミズキ'ワゴミムシは採集できたが本f重はまったく発
見できなかった.  今同, 6 年ぶりに i地をおとずれ
たところ幸連にも本獲 を多数採集したので報告す
る.  しかも以前多数いたキバネキバナガは 5 頭しか
採集できなかった. 本種がどのようにして定着した
のか興味深いものである.  19(f (f 44 ♀♀, 東京都大
田区東六郷多降川, 30. iv. 1991, 和泉数1?採集.

参考文献

~f:原須購生(1984). 「大田区の歩行 類」 大m区自然環境保
全基礎調査報告,1' p66. p l32.

(東京都大田区, 和泉敦夫)
0へリハネムシ北海道で採集
へリハネムシ Ischalia pataglata LEWISは北海適
の記録がないようであるが, 下記のとおり適東で採
集しているので報告する.

1 頭,  網走支庁東 琴村1薬. 琴山中順, 16. v il.
1988, ^ M者採集保管 . 記録にあたり発表を勧めら
た旭川市の松本英明氏に感謝する.

(旭川市, 荒木 哲)
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キタセンチコガネについて

黑 澤

本誌93 号に藤岡昌介氏が,  北海道から記載され
たキタセンチコガネ Geolrypes amoenus JACOBSON,
1893 について解説し, 「この稱は日本の昆虫相から
除外しておくのが要:当であると思われる」 と結んで
いる. 私も原則として藤岡氏の説に 成であるが,
なぜ大陸ffi の種美11が日本産として ''コって記_破された
のか, また, 果して」ヒ海適にはいないのかの2 点を
もっと ,全索する必要があるような気がしている.
本和は従来響1魚料島からは記録がなく, 藤岡氏も
朝鮮_、、.島に本?重が藤することについては全く触れて
いないが, Il? 、f科学博物館には下記の標本がある.

2 f ' (f 2 ♀, 成鏡南適澳11?里, 16. viii.1939, 寺島
新一採集, 11、11' :良彦寄国普.

4 頭 ll:に1''f面は美しい赤紫色,  体下は紫色で肢の
腿節のみが美しい藤色を帯びる.  この色調は JAC-
OBS ON (成ji岡氏の JAcoBsoHNはt口り ) のGeotruPes
amoenus (原記,成のGeolrypesはロシア文字による
,t'、aft と患われる) の体色に大体において一致する.

2 ', 成鏡」ヒ通冠拈l峰,  鹿野111雄採集,  鹿野 1M
コレクシ ョ ン.
故鹿野111雄It、ll -l一の採集品であるが, 採集年月目不
明, 恐らくは1935 年ヒ画の採集品と思われる. 背面
は美しいl' i-mまL色ないし紫・11色,  体下と腿節はl' ll全表な
いし緑藤色, 紫色は・器びない. 一見,  日本のルリセ
ンチコガネやヤクシマセンチコガネに似る.

l f , 成鏡南適篠m, 16. vii i932, '.l、擇良彦寄員普.
冠幅 装のものに近い色調をしているが, 全体に
光沢が失せ, 前1L整_節の外蘭が磨減した V一個体.

1 . , 成鏡南適赴戦高原, 20. vii i939, H. ANDo採
集, 渡辺開,氏寄l'
体の・i 'i面も順面も?幅峰産のものに似た色調をし
ている.
以上の 5(f (f 3 であるが,  その産地のほとん
どが 較高原地域に集中するのは興味がある. 恐ら
く同地域では本ﾝ重はそう締な闖d類ではないであろう
また, 国、f科学ll?物館にはl口満洲を合む中国産の
下記の標本がある.

2?' (f , l日満洲ヤブロニヤ, 2 7. vi. 1940, N. I.

0

No 95 (Sept. 1991)

良 彦

NIKmN採集.
上記の冠幅峰産の2 頭によく似ているが, 小型で
背面はやや暗く藍色味が徴弱, 高一味が強い. H更面は
冠幅峰産と大差がない.

l f , l[_l満洲ウロリー, 1. viii. 1944, 河野広適採
集, 河野広適コレクション.
ヤブロニヤ産に似ているが, 背面は緑藤色. 用更面
は緑、i色, l?節は金緑色を・fびる. これまでの諸産
地の個体は l_題の開室が隆起し横 がほとんどな
かったが,  この標本では縦構に沿って徴弱な横観が
認められる.

1 9 , 北部大興安ﾝt i (興安省)  演河 ~老満,  16.  vil
1942, 今西採検隊採集.
ウロリ一産の lc,フ'に近いが, 暗化し, fn色の地に

l'i味を特び,  l 'i味は所によって強111がある. 順面は
n書青色, 腿節はl 'l l證t色,  l:越の間室のi ﾎ観は上記の
どの個体より強い.

1?',1.11西省1路安, vi.1940, f合本 : 郎採集, 白畑
国Sコレクショ ン.

l , 山西省長子門, vi i i940, 鈴木一太郎採集,
白畑 :太郎コレクショ ン.

l lに故白畑一太国1 (l日姓鈴木) 氏が従中:中にlll 西
1与東南部の太行山脈中で採集したt t lfな標本で, 同
地域は採集家が全く訪れたことのない未船査地域で
ある.  2 共に大型で滑沢,   1-_1過の横観がほとん
どない.  色調はヤブロニヤ産の2 に似ているが
やや暗く ,  長 f-門?tiの1 (i'' は多少北朝9tの測」?F?産
のものに似た紫色の光沢がある.
以 l:の諸標本から線合すると, 」ヒ部大興表炙 i産の

l は, baicaticus REITTF.R, 1892, そのものと見做
してよいであろう. 1実1,S ・1,の 2 ♀ , ld幅峰
産の2 , 藤m産の l f ' , 戦高原産の 1 ♀など北
朝鮮産のものはいずれも amoenus JACOBSON, 1893
と考えられ, 特に澳 i?産のものはamoenusの基
本型に当たると考えられる. l目満洲の」ヒ東部のもの
は, 東部のヤブロニヤ?装の2 はamoenusに含
めてよいと思うが,  ウロリ一 -の l は色調こそ
amoenusに似ているが,  体形や l二題 の較からは

1 2 3 4
図 l ~4. キタセンチコガネとその近似極. 1. Geotrupes stercorartus (LINNE, 1758) (イギリス産),  2, G. baicalicus

REITTER, 1892 (北部大興安 産), 3. G. b amoenus JACOBSON,1893 (」ヒ朝館1英t 里産), 4. G. b amoenus JACOBSON.
l893 (ll 1西省 安確) .

- g -
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baicalicusに近く,  両者の中間的なものに見える.
山西省産の2 は体形や上趣の観からは,  明らか
に amoen s でbazcahc g sではない I日満洲北部と
山西省の間に本種の産地が知られていないが, 恐ら
く大興安械の中南部から内モンゴルにかけては
amoenusに属する種類が分布しているのであろう.
Baicalicusとamoenusが別種であるか, 同一種内
の地域変異であるかは,  シペリァ産の標本をまだ見
ていないので断言は出来ないが, 大興安 北部のも
のが確かにbaacalicusに当るものであるならば, 両
者は同一 f重内の地理的変異と考えてよいであろう.
以上の観点からすれば, バイカル湖の東部の地域

( トランスバイカル地方) から大興安械の北部にか
けて分布するbaicaticusは東漸または南漸するに
従って次第に大型でl_]・味が強くなり, 上翅間室の観
は逆に;掲くなる傾向を持っていると考えられる. 朝
鮮、t島の一部には,  さらに色調が赤紫色になる地域
があり,  この様なものにamoenusと名付けられた
のであろう. しかし, この様なamoenusが日本にい
ないとは,  単に _太に産しないことだけを理由に,
断言することは_[ll計である.  エソヒメシロチョウ,
ジ ョウザンシジ ミ ,  ウスバキチ ョウ,  アサヒ ヒ ョウ

モンなどの例を挙げるまでもなく, 甲虫でも,  セス
ジアカガネオサムシ,  エゾアオタマムシ,  ナガカメ
ノコテントウなど, ;lヒfill適と朝鮮半島北部,  シペリ
ァ東部などに共通して産するのに, r .太からは全く
記録のないf重類が数例知られている.  恐らく,
amoenus JACOBSON, 1893 は, 北朝重tの漢岱里産の
ものの様に, 美しい赤紫色の個体に命名されたもの

第95 号 (1991 年9 月)

であろうが, その様な色調のものを産する地域が,
ソ連領の沿海州やァムー ル地方にもあるとは考え難
い. 横式標本は1889 年 (明治22 年) 8 月に採集さ
れたものであるから,  日朝併合以前に採集されたも
のである. 従って, 戦前の日本人が採集した標本の
ラベルによく見られる, 朝鮮もi華_太も台湾もすべて
「Japan」 と表示したラベルが付いた標本であった
とは考えられない. この産地の誤認 ( ? ) がどう して
惹起されたのであろうか, 今後解明されるべき問題
であろう.
なお, 藤岡昌介氏の報文の文献の中には, 下記の
重要な文献が脱落しているので追加しておく.
三輪勇四郎・ 中條適夫,  1939. 日本産 越日分類
日録, 金地子虫科, 94 pp. 台北, 野田,ll房.

31 頁に Geotrupes (Geolrupes)  stercoranus
LINNE var. amoenus JACOBSON, 1895, キタセンチコ
ガネがある. 分布は,  Japan (Hokkaido), South
and East Siberia となっている. Amoenusにキタ
センチコガネと i う和名が付けられたのも,  日本の
文献にamoenus JACOBSONが登場したのも, -jl:にこ
れが最初である.  しかし,  この文献の中で命名され
た年を1895 としてあるのは1893 の誤りである.
私の考えでは, ヨーロッパに分布するG.stercora-

nus (LINNE, 1758) とG. baicalicus REITTER, 1892
とは別種であるが, baicaiicusと G amoenus JAc-
oBsoN, 1893 は同一種内の地理的変異である.  この
場合,  batcalicusの方が先に記 されているから,
amoenus JACOBSON, 1893 は baicaltcus REITTER.
1892 の亜種である. (東京都世田谷区)
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307 結城市結城西繁昌塚 日本特殊農
薬結城中央研究所殺 剤研究室

336 浦和市瀬ヶ崎2-14-8-105
197 秋川市車花3670-64

301 ,tiヶ崎市下町4858-2 サンライフ
岩佐203 号

468 名古屋市天白区久方1-148相生
山団地 3-201

◎住所変更
江崎功二郎 783 南国市物部乙200高知大学1  

部林学科造林学教室
芳賀 器 182 調布市富士見町4-19-1電源開発

武蔵野療
長谷川適明 441-31 豊橋市大岩町字大穴l -238豊i

橋市自然史博物館
早瀬 猛 053 苫小牧市港m「1-6-15合同庁合内

横浜植物防疫所苫小牧出張所
川原 誠 164 中野区中央1-50-4-2-203
河合 隆平 577 東大阪市稲田本町3-31-33
川下 i'i- 100-21 小笠原村父島字西ul]
木附 i i理 257 集野市機巻 538
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沖縄本島・ 石垣島・ 西表島の水生甲虫類 (続き)
松 井

Family Hydraenidaeダルマガムシ科
3 9. umnebius sp.
冲細本島: 大直味村焼波川 (7 頭, 16.), 名,- d市源
河川 (31頭,  16.); 石垣島: 栄 (21 頭, 5.), i話
良川 (22頭, 6.), 高田 (13頭, 12.); 西表島:
古見 (17頭, 9.)
Family Hydrochidaeホソガムシ科

40. Hydrochus japomcus SHARP, 1873 ヤマトホソ
ガムシ

石Jii島: 明石 (1 頭, 6.) ; 西表島: 干立 (1 頭, 8.),
古見 (3頭, 9.)
Family Hydrophilidaeガムシ科

41. Coe1osto;ma stultum (WALKER, 1858) セマルガ
ム シ

沖1l tl本島: 本部町字茂佐 (3 頭, 17.); 石iロ島: 栄
(1 ffl, 5.), 大野 (9 , 6.), 久字良 (1 頭, 6.),
明イi (1 , 6.), 大里 (3頭, 12.), 底地 (2頭,
12.) ; 西表島: 南風見「n(4 頭, 7.), 古見(20頭, 9.)

4 2. Paracymus eυanescens SHARP, 1890チビマル
ガムシ

・1,l,?本島: 大宣味村,tif味原 (4 頭, 16.), 本部町字
茂佐 (27 , , 17.); 石i口島: 伊原間 (1 頭, 5.),
栄 (12頭, 5.), 大野 (1 頭, 6.), 久字良 (3頭,
6.), 明イ1 (8頭, 6.), 底地 (7頭, 12.), 高田 (21

, 12.), 大里 (12頭, 12.), 名蔵 (1頭, 13.);
西表島: 南風見m (20頭, 7.), 祖納 (4頭, 8.),
占見 (21 ffl, 9.)

43. Laccobtus nakanei GENTIL1, l982 オキナワシ
ジミ ガムシ

沖1間1本島: 大宣味村観111川 (10頭, 16.), 名 市

源河川 (113 頭, 16.), 大「1味付平南川 (15頭,
16.)

44. He1ocha res abnormal is (SHARP, 1890) コクロ

ヒラ タガムシ

沖細本島: 本部m]字茂佐 (5 頭, 17.) ; 石i日島: :11、
(4頭, 5.), 大里 (1 頭, 12.), 高m (1頭, 12.);
西表島: 古見 (1 頭, 9.)

45. Hetochares anchora lis SHARP, 1890 アカヒラ
タ ガムシ

沖縄本島: 本部町字茂佐 (26頭, 17.); 西表島:
大宮 (1頭, 7.),  rli見 (5頭, 9.)

46. He1ocharesohkurai M. SAT0,1976 クロヒラタ
ガムシ

石」,i島: 栄 (1 頭, 5.), 大里 (8頭,  12.), 底地
(1 頭,  12.); 西表島: 古見 (10頭, 9.)

47. Hetochares paltens MAcLEAY, 1883 ルイス ヒ
ラタガムシ
沖系'a本島: 本部町字茂佐 (46頭, 17.); 石垣島:
栄 (7頭, 5.), 伊原開 (4頭, 5.), 大野 (1 頭,
6.), 明石 (5頭, 6.), 平久保川 (3頭, 6.), 底地
(7頭, 12.), 高田 (6頭, 12.), 大里 (1 頭, 12.),
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名蔵 (11 頭, 13.); 西表島: 南風見田 (1 頭, 7.),
祖納 (7頭, 8.), 干立(1 頭, 8.), 古見 (39頭, 9.)

48. Enochrus stmutans (SHARP, 1873) キイロヒラ
タガムシ
・冲 本島: 大直味付平南川 (2頭,  16.)

49. Enochrus esunens (WALKER, 1858) チビヒラ
タガムシ
・冲繩本島: 書味原 (2頭,  16.), 字茂佐 (45頭,
17.); 石;Iii島: 伊原間 (3 頭, 5.), 栄 (16 頭, 5.),
明石 (4頭, 6.), 久字良 (2頭, 6.), 大野 (1 頭,
6. ), 大里 (3頭, , 12.), ,高m (3頭, 12.), 底地
(4 d員 , l2.),  名 ( 1 頭 ,13.) ; 西表島 : 大原
頭, 7.), 祖納 (1 頭, 8.), ト、7 (11項, 8.), 古見
(97頭, 9.)

50. Enochrus satomti NAKANE et MATsul, 1986 サ
ト ミ ヒラ タガムシ

沖細i本島: 本部町字茂佐 (2 頭, 17.) ; 西表島: 組
納 (1 , 8.), Ill見 (2 ff1,, 9.)

5 1. Enochrus subs1'gnatus (HAROLD, 1877) マルヒ
ラタガムシ
沖繩本島: 本部町字茂佐 (101111,  17.)

52. Enoc1lnis uniformis(SHARP, 1884) ウスグロヒ
ラ タ ガムシ

・冲 本島: 与那 l f- (15 頭, 16.), 、--味原 (3 頭,
l6.), 字茂V, (2頭, 17.); 石i日島: 栄 (12頭,
5.), 明石 (8頭, 6.), '人字良 (1頭, 6.), 大野
(1 頭, 6.), 底地 (4動i, 12.); 西表島: 古見 (35
頭, 9.) ・冲繩本島からは新記録である.

53. Enochrus sp.
冲ｦa本島:  大i_l l味付 .平南川 (2 7頭 , l6.),  大「4[味
本、it燒波川 (13頭, 16.); 石.tif島: 栄 (3頭, 5.),
高田 (23頭, 12.); 西表島: 古見 (37頭, 9.)

54. ydrop加 s b ihneatus cas加'mzrens is REDTEN-
BAcHER, 1892 コガタガムシ
1中細i本島: 本部町' j一茂佐 (1 頭, 17.) ; イl;tii島: 明
石 ( l 頭, 6.), 底地 (3 頭, 12.), 名蔵 (3頭, 13.);
西表島: rl,-見 (7頭, 9.)

55. Sternotophus rufipes (FABRlclus,1792) ヒメガ
ム シ

沖 本島: 本部町字茂佐 (23 頭, , 17.) ; 石垣島:
栄 (27頭, 5.), 伊原間 (6頭, 5.), 明石 (21 頭,
6.), 久字良 (4頭, 6.), 底地 (17頭, 12.), 底原
ダム (3頭, 12. ), 名蔵 (8頭, 13.) ; 西表島: 組
納 (12頭, 8.), 古見 (45頭, 9.)

56. Sterno1ophus inco;ns1)icuus (NIETNER, 1857) ミ
ナミ ヒ メ ガムシ

沖繩本島: 今帰仁村謝,l' (1 頭, 16.), 本部町字茂
佐 (1 頭,  17.) ; 石垣島: 栄 (6頭, 5.), 久字良
(2頭, 6.), 底原ダム (1 頭, 12.), 底地 (2頭,
12.); 西表島: 古見 (28頭, 9.)

57. Amphiops ;mater SHARP, 1873 タマガムシ
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石垣島: 栄 (18 頭, 5.), 明石 (5 頭, 6.), 大里
(4頭,  12.); 西表島: 千立 (9頭, 8.)

58. Regimbartta attenuata (FABRlcIus, 1801) マメ
ガムシ

沖繩本島: 本部町字茂佐 (23 頭, 17.); 石垣島:
栄 (4頭, 5.), 明石 ( l5頭, 6.), 久字良 (1 頭,
6.), 大野 (2頭, 6.), 底地 (5頭, 12.), 名蔵 (9
頭, 13.) ; 西表島: 千立 (13頭, 8.), 組納 (4頭,
8.),  古見 (45頭, 9.)

59. Berosus Pulcheuus MAcLEAY, 1825 ホソ ゴマ
フ ガムシ

沖ｵ通本島:  本部町宇茂佐 (1  頭 ,17.);  石垣島:  栄
(18頭, 5.), 明石 (1 頭, 6.); 西表島: Ill見 (14
頭, 9.) 冲細本島からは, 新記録である.

60. Berosus fairmatrei ZAITzEv, 1978 オオトケバ
ゴマフ ガムシ

石i日島: ' (45頭, 5.), 桃lt1 (5頭, 6.), 底地
(1 頭, 12.), 名蔵 (1 , 13.); 西表島: 占見 (1
.jfl, 9.)

6 1. Berosus indicus MoTsHuLsKY, 1853 シナトケ
バゴマフ ガムシ

l' ﾘﾊ本島 : 本部町字茂佐 ( 13頭 ,  17.) ; 石垣島
'ﾄ  (7 2頭 ,5.),  伊原間 (1 0頭 ,5.),  桃里 ( 8頭
6.), 大野 (5頭, 6.), 明イ1 (1 頭, 6.), 底原ダム
(7頭, 12.), 底地 (10頭, 12.), 名蔵 (13頭, ,
13.); 西表島: 大宮 (9頭, 7.), 担納 (12頭, 8.),
古見(148 頭, 9.)沖繩本島からは, 新記録である.
Family He1odidaeマルハナノミ科

62. Scirtes jaPonlcus KIEsENwETTER, 1874 ト ビイ

ロマルハナノ ミ

石iti島: 大里(5 頭, 12.) ; 西表島: 古見(2 頭,9.)
63. Sctrtes sak ishimanus M. SAT0 et CHuJ0, 1972
サキシママルハナノ ミ

石i i島: 伊原間 (1 頭, 5.)
Family Limnichidaeチビドロムシ科

64. Pe1ochares ryukyuensts M. SAT0, 1966 リ ュ ウ
キュウダェ ンチビ ドロムシ

イ1;tFi島: 大野 (2 , 6.)
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(熊本県本渡rlJ,  天章1  業高校

◇栃木県産甲虫目録の作成に関するお願い◇
栃木In、はLEWIS以来 りにも有名な好採集地
日光地方”や “渡良細遊水池”をかかえ, 多 a重多様
な甲虫相を形成しているだろうと思われています.
しかし, 現在のところ甲 l l 全般を 括した目録は
存在しません. そこでこの度, 栃木県立t、抹ｨ館 (自
然課) は3 年計画(H3~H5) で 本県ft-中虫目目録
の作成を企画しました. この企画には, 当然のこと
ながら我々 栃木111在住の11'屋が全面的にt?力するこ
とになりましたが, 何せ少人数です. より完時i-なl-1
録の作成を目指すため, ここに本誌読者語氏のごt
力をお願い致します. 栃木In ドでの来発表の採集
データ, 発表された各 s重の文献 (特に,  地方の研究
会誌・ 同好会,ill) 等のtif報についてごt 力トさい
速絡は事務@iまたは大桃までお原員い致します
事務局: 〒320字都宮市性町2 の2  11111木It-l立t、Z物
館自然課 細 「I弘適 ・ 佐1藤光一 Tet e286-34 -
1 3 11

(大桃定洋: 〒329-27 西那, 野町T-本松 76 農
水省車地試験場 Tet e287- 36 -0111 )

◇『甲虫=ユース』 の原稿送付先◇
〒184 東J、都小金)、:市fiji北町3 J日22 番1 号

中央大学附属高校生物研究室 味尾俊91
TEL 0423(81)5411; FAX 0423(83)4840

日本鞘翅学会
会f'l: (ーケ年) 5000円, 次,・フは1991 年12 月ト1JJ

発行「,定
発行人 上野俊一
発行所 日本等fl n学会東京都新1t l区百人町 3-23-

国立科学t専物館 第1 研究室
電話 (3364) 2311, 振替東京8-401793

印刷所 (株)国際文献印刷社

タツミの昆虫採集器具 )

ドイツ型標本補木製大￥6,200, 桐合板製イン1
ロ ー型標本補中￥1,870, 送料一補にっき都内及1
第一地帯: 3 個以下￥1,300, 4 個以上￥850 (以

1 下同様),  第2 地帯￥1,500,  ￥950,  第3 地帯
1 ￥1,700, ￥1,050, 」t他, 各f重器 -, 針などを製作販
売しています。 カタログを御請求トさい。 (￥60) 1
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